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１. 「ESD21モノづくり人材育成研修事業」 の様子と感じたこと

講義の様子・・・とにかく熱心で貪欲

・新たなスライドが出るたびに立ち上がって写真

・おおよそ英語、日本語ともに通用しない

一部受講生は英語検定２級レベル以上の会話力

ＴＱＭなど３文字略語の内容について英語で質問

ファクトリーツアーの様子・・・ムダが多い

・必要以上のスペースなどムダが多い

・ムリな姿勢での作業が多い

・日本AMADA社製新鋭設備なども導入

チームに分かれてのムダ探しは非常に好評
でかつ人材育成面で有効だと感じた。



２. ESD21の強みとチャンス(含私案)

JAPANプログラム 座学 産業技術記念館等での研修

実地 工場でのTPS研修・・・技能実習という選択も

日本オリジナルの生産管理力(ＴＰＳ)優位性のアピール

日米の自動車産業の歴史 マーケットの小さい国での生産戦略

最先端情報 ＥＶ 自動運転 スマートグリッド

ＥＳＤ２１の強み・・・トヨタ生産システムの実践力(本質を熟知)

ＥＳＤ２１のチャンス・・・アジア諸国の中でも支援レベル面でミャンマーは
ベストマッチ(中国、台湾などは既に生産管理レベルが高い)

米国系コンサル等も進出

日本への憧れ



３.ミャンマーで活躍する人々

現地での支援機関・・・有能で貢献意欲が高い

・国内の中小企業と現地の中小企業を結び、新しい
市場の架け橋になることがミッション

日本からのサポーター・・・パイオニア精神旺盛

・法律面・・・SAGA国際法律事務所ミャンマーオフィス

2012年からミャンマーに居住し、ミャンマー法に関する
業務を行っている。

・会計面・・・2015年1月にMVC代表の中山氏と東京オ

フィス代表の天野氏で共同で設立をし、日系企業の
ミャンマー進出をサポート。クライアントは全て日系企
業で、中小企業から上場企業まで、業種も多岐にわた
る。

日本から進出している
企業の中でも建設、ＩＴ
(オフショア関連) が好
調とのこと。



４.気づいたことと今後の方向性(含私案)

Global group PHYU PHYU社長からは「リードタイムについて把握したい
と思っているがその測定方法がわからない。何か良い方法があるか?」 「Ｑ
Ｃ七つ道具等について説明できますか？」といった質問を受けた。

具体的な方法論など生産管理全般について強い好奇
心、ニーズがある様子であった。

参加者からは以下の意見があった。
・通訳内容に疑問点や理解出来ない点が多い
・講師と通訳が２国語で説明する方法を時間短縮の意味でも考えて欲しい
・現場での改善指導は座学より分かり易いし有効的である
・全員合格でなく厳密な試験で合格者を限定し、不合格者は「参加証」のみに

どの要望からも非常に前向きな姿勢を感じる。
・ＴＰＳに関するミャンマー語テキスト→ノウハウ流出の懸念
・改善指導、ファクトリーツアーが目玉(実践的内容で勝負)

・資格制度や表彰制度→競争意識 人事評価とのリンク
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